
(57)【要約】

【課題】　鋼板製のベースとの熱膨張差の影響を受け難

く、コストの安価な荷重変換機構を得る。

【解決手段】　鋼板製のベース１上に配置された荷重受

部２ａ、２ｂに上方から荷重が加わると、荷重受部２ａ

、２ｂの受部１４はロバーバル機構によって沈み込み、

荷重は作用点部１５を下方に引くようにして、レバー接

続端１６を介して鋼板製のレバー部３ａ、３ｂに伝達さ

れ、更に支点１７によるレバー比に従って力点部１８に

伝達される。２つの力点部１８には、ベース１上に固定

されたセンサ部５を上方に引き上げる力が作用し、ロー

ドセル２０には２つの力点部１８の力が加算された力が

作用するので、荷重受部２ａ、２ｂに加えられ合算され

た荷重のレバー比に従った大きさを求めることができる

。

　ベース１、レバー部３ａ、３ｂは鋼板により製作され

ているので、両者の熱膨張率がほぼ一致し、歪が発生す

ることなく精度の良い測定が可能となる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鋼 製 の 基 台 上 に 載 置 し 、 左 右 対 称 位 置 に 配 置 し た ２ 個 の 荷 重 受 部 に 加 わ る 力 を レ バ ー の
レ バ ー 比 に 従 っ て 減 少 さ せ な が ら 合 成 し て 中 央 部 の セ ン サ 部 に 伝 達 す る 荷 重 変 換 機 構 に お
い て 、 前 記 ２ 個 の 荷 重 受 部 は 、 金 属 ブ ロ ッ ク を 刳 り 抜 い て 形 成 し 、 前 記 基 台 上 に 固 定 し た
基 部 と 、 該 基 部 に 対 し 水 平 連 結 部 に よ り 連 結 し た 受 部 と 、 該 受 部 に 鉛 直 方 向 に 配 置 し た 作
用 点 部 を 接 続 す る と 共 に 、 前 記 基 部 に 設 け た 支 点 に よ り 支 持 し た レ バ ー 接 続 端 を 有 す る 構
造 体 と し 、 前 記 そ れ ぞ れ の 荷 重 受 部 の 前 記 レ バ ー 接 続 端 に 水 平 方 向 を 向 く 鋼 製 の 前 記 レ バ
ー を そ れ ぞ れ ほ ぼ 左 右 対 称 に 接 続 し 、 前 記 レ バ ー の 端 部 に 鉛 直 方 向 に 配 置 し た 力 点 部 を そ
れ ぞ れ 介 し て 前 記 基 台 上 に 固 定 し た 共 通 の 前 記 セ ン サ 部 に 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 荷 重
変 換 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 構 造 体 は 前 記 基 台 上 に 固 定 し た 基 部 に よ り 水 平 方 向 を 向 く ２ つ の 薄 肉 部 に よ る ロ バ
ー バ ル 機 構 に よ っ て 前 記 受 部 を 支 持 し 、 該 受 部 に 外 部 か ら 荷 重 を 加 え る よ う に し た 請 求 項
１ に 記 載 の 荷 重 変 換 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 レ バ ー の 先 端 に そ れ ぞ れ 金 属 ブ ロ ッ ク か ら 成 る 荷 重 鉛 直 部 を 接 続 し 、 該 荷 重 鉛 直 部
に 前 記 セ ン サ 部 に 接 続 す る 前 記 力 点 部 を 固 定 し た 請 求 項 １ に 記 載 の 荷 重 変 換 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ２ つ の 荷 重 受 部 に 対 し 、 １ 個 の 鋼 製 部 材 に よ り 荷 重 を 加 え る よ う に し た 請 求 項 １ に
記 載 の 荷 重 変 換 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 大 荷 重 の 測 定 に 好 適 な 大 型 の 荷 重 変 換 機 構 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の コ ン ベ ア 秤 等 に 使 用 す る よ う な 大 型 の 荷 重 セ ン サ は 、 レ バ ー と ロ ー ド セ ル を 組 み
合 わ せ 、 例 え ば 特 許 文 献 １ の よ う に 一 体 の 金 属 ブ ロ ッ ク を 刳 り 抜 い て 構 成 し て い る こ と が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ９ ０ ２ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 一 体 型 の 荷 重 セ ン サ に お い て は 、 全 体 を ア ル ミ ニ ウ ム な ど の １ つ の
金 属 ブ ロ ッ ク か ら 削 り 出 す た め 、 材 料 費 が 高 価 と な る 。 ま た 、 大 型 の 荷 重 セ ン サ で は 長 い
レ バ ー を 製 作 し な け れ ば な ら ず 、 全 体 を 加 工 で き る 大 型 の 加 工 機 械 が 必 要 と な り 、 寸 法 的
な 限 界 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 全 体 を １ つ の 材 料 で 製 作 す る 場 合 に 、 通 常 は 材 料 に ア ル ミ ニ ウ ム が 使 用 さ れ る 。
し か し 、 強 度 の 関 係 で こ の 荷 重 セ ン サ が 取 り 付 け ら れ る ベ ー ス に は 、 鋼 板 が 使 用 さ れ る こ
と が 多 い 。 し か し 、 こ の ア ル ミ ニ ウ ム 製 の ブ ロ ッ ク を 鋼 板 製 の ベ ー ス に 取 り 付 け る と 、 鋼
と ア ル ミ ニ ウ ム と の 熱 膨 張 差 に よ り 荷 重 セ ン サ に 歪 が 発 生 し て 測 定 誤 差 が 生 ず る と い う 問
題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 の 課 題 を 解 決 し 、 鋼 板 製 の ベ ー ス と の 熱 膨 張 差 の 影 響 を 受 け 難 く
、 コ ス ト の 安 価 な 荷 重 変 換 機 構 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 荷 重 変 換 機 構 の 技 術 的 特 徴 は 、 鋼 製 の 基 台 上 に
載 置 し 、 左 右 対 称 位 置 に 配 置 し た ２ 個 の 荷 重 受 部 に 加 わ る 力 を レ バ ー の レ バ ー 比 に 従 っ て
減 少 さ せ な が ら 合 成 し て 中 央 部 の セ ン サ 部 に 伝 達 す る 荷 重 変 換 機 構 に お い て 、 前 記 ２ 個 の
荷 重 受 部 は 、 金 属 ブ ロ ッ ク を 刳 り 抜 い て 形 成 し 、 前 記 基 台 上 に 固 定 し た 基 部 と 、 該 基 部 に
対 し 水 平 連 結 部 に よ り 連 結 し た 受 部 と 、 該 受 部 に 鉛 直 方 向 に 配 置 し た 作 用 点 部 を 接 続 す る
と 共 に 、 前 記 基 部 に 設 け た 支 点 に よ り 支 持 し た レ バ ー 接 続 端 を 有 す る 構 造 体 と し 、 前 記 そ
れ ぞ れ の 荷 重 受 部 の 前 記 レ バ ー 接 続 端 に 水 平 方 向 を 向 く 鋼 製 の 前 記 レ バ ー を そ れ ぞ れ ほ ぼ
左 右 対 称 に 接 続 し 、 前 記 レ バ ー の 端 部 に 鉛 直 方 向 に 配 置 し た 力 点 部 を そ れ ぞ れ 介 し て 前 記
基 台 上 に 固 定 し た 共 通 の 前 記 セ ン サ 部 に 連 結 し た こ と に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 荷 重 変 換 機 構 に よ れ ば 、 ２ つ の 長 い レ バ ー に 鋼 板 を 使 用 し て ほ ぼ 左 右 対 称
に 配 置 し 、 上 方 か ら の 荷 重 を ２ つ に 分 け て 受 け る こ と に よ り 、 偏 荷 重 が あ っ て も 測 定 誤 差
が 生 ず る こ と は な く 、 鋼 製 の ベ ー ス の 熱 膨 張 率 が レ バ ー の 熱 膨 張 率 と 一 致 す る の で 、 歪 み
が 生 ず る こ と な く 、 精 度 の 良 い 測 定 が 行 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 を 図 示 の 実 施 例 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
  図 １ は 実 施 例 の 荷 重 変 換 機 構 の 斜 視 図 を 示 し 、 主 と し て 、 ベ ー ス １ 、 左 右 両 側 の 一 対 の
荷 重 受 ブ ロ ッ ク ２ ａ 、 ２ ｂ 、 一 対 の レ バ ー 部 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 一 対 の 荷 重 伝 達 ブ ロ ッ ク ４ ａ 、
４ ｂ 、 セ ン サ 部 ５ か ら 成 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 荷 重 変 換 機 構 は ほ ぼ 左 右 対 称 の 構 成 と さ れ て お り 、 片 側 に つ い て 説 明 す る 。 荷 重 受
ブ ロ ッ ク ２ ａ は 肉 厚 の 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 製 の 金 属 ブ ロ ッ ク に 溝 部 等 が 加 工 さ れ 、 鋼 板 製
の ベ ー ス １ 上 に 基 部 １ １ を 介 し て 固 定 さ れ て い る 。 基 部 １ １ の 右 側 に は 、 上 下 ２ 個 所 に お
い て 両 側 に フ レ ク シ ャ を 有 す る 水 平 連 結 部 １ ２ 、 １ ３ を 介 し た ロ バ ー バ ル 機 構 に よ り 荷 重
を 受 け る 受 部 １ ４ が 支 持 さ れ て い る 。 こ の 受 部 １ ４ に は 、 鉛 直 方 向 を 向 き レ バ ー の 力 点 と
な る 薄 肉 の 作 用 点 部 １ ５ を 介 し て レ バ ー 接 続 端 １ ６ が 接 続 さ れ て お り 、 レ バ ー 接 続 端 １ ６
に は 基 部 １ １ と の 間 に 支 点 １ ７ が 形 成 さ れ 、 作 用 点 部 １ ５ と 支 点 １ ７ 間 は レ バ ー の 短 片 と
な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 レ バ ー 接 続 端 １ ６ の 両 面 に は 、 強 度 を 増 す た め に 上 縁 を Ｌ 字 状 に 折 り 曲 げ た ２ 個 の 鋼 板
製 の 長 尺 の レ バ ー 部 ３ ａ 、 ３ ａ ’ が 水 平 方 向 に 固 定 さ れ 、 こ れ ら の レ バ ー 部 ３ ａ 、 ３ ａ ’
の 他 端 部 に 、 荷 重 受 ブ ロ ッ ク ２ ａ と 同 様 に ア ル ミ ニ ウ ム 製 の 金 属 ブ ロ ッ ク か ら 成 る 荷 重 伝
達 ブ ロ ッ ク ４ ａ が 固 定 さ れ て い る 。 荷 重 伝 達 ブ ロ ッ ク ４ ａ は レ バ ー の 作 用 点 と な る 板 体 状
の 力 点 部 １ ８ を 介 し て 共 通 の １ 個 の セ ン サ 部 ５ に 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 、 支 点 １ ７ と 力
点 部 １ ８ 間 は レ バ ー の 長 辺 と な っ て お り 、 レ バ ー は 長 辺 と 短 片 の レ バ ー 比 が 例 え ば １ ５ 対
１ に 定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 セ ン サ 部 ５ は ベ ー ス １ 上 に 固 定 さ れ 歪 ゲ ー ジ １ ９ を 貼 り 付 け た ロ ー ド セ ル ２ ０ と 、 そ の
上 に 固 定 さ れ た 連 結 部 材 ２ １ と か ら 成 り 、 力 点 部 １ ８ は こ の 連 結 部 材 ２ １ に 接 続 さ れ て い
る 。 な お 、 連 結 部 材 ２ １ は ベ ー ス １ に 設 け ら れ た ス ト ッ パ ２ ２ に よ り 過 度 の 移 動 が 規 制 さ
れ 、 ロ ー ド セ ル ２ ０ の 破 損 を 防 止 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 セ ン サ 部 ５ に は ロ ー ド セ
ル ２ ０ が 使 用 さ れ て い る が 、 ロ ー ド セ ル ２ ０ と は 限 ら ず 、 フ ォ ー ス バ ラ ン ス セ ン サ 、 音 叉
セ ン サ な ど で あ っ て も 支 障 は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 測 定 時 に 、 荷 重 が そ れ ぞ れ 荷 重 受 部 ２ ａ 、 ２ ｂ に 矢 印 の よ う に 上 方 か ら 加 わ る と 、 受 部
１ ４ は ロ バ ー バ ル 機 構 に よ っ て 沈 み 込 み 、 荷 重 は 作 用 点 部 １ ５ を 下 方 に 引 く よ う に し て 、
レ バ ー 接 続 端 １ ６ を 介 し て レ バ ー 部 ３ ａ 、 ３ ｂ に 伝 達 さ れ 、 更 に 支 点 １ ７ に よ る レ バ ー 比
に 従 っ て 荷 重 伝 達 ブ ロ ッ ク ４ ａ 、 ４ ｂ を 介 し て 力 点 部 １ ８ に 伝 達 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 ２ つ の 力 点 部 １ ８ に は 、 セ ン サ 部 ５ の 連 結 部 材 ２ １ を 上 方 に 引 き 上 げ る 力 が 作 用 し 、 ロ
ー ド セ ル ２ ０ に は ２ つ の 力 点 部 １ ８ の 力 が 加 算 さ れ た 力 が 作 用 す る の で 、 こ の 力 を ロ ー ド
セ ル ２ ０ に よ り 測 定 す れ ば 、 荷 重 受 部 ２ ａ 、 ２ ｂ に 加 え ら れ 合 算 さ れ た 荷 重 の レ バ ー 比 に
従 っ た 大 き さ の 荷 重 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 ２ つ の レ バ ー 部 ３ ａ 、 ３ ｂ は 厳 密 に 左 右 対 称 で な く と も 、 レ バ ー 比 が 同 じ で あ れ
ば よ い 。 更 に 、 レ バ ー 部 ３ ａ 、 ３ ｂ の 力 点 に 加 わ る 力 は 、 実 施 例 の よ う に 下 方 へ の 引 っ 張
り 力 で は な く 、 上 方 か ら 加 え る こ と も で き る 。 ま た 、 力 点 、 作 用 点 の 双 方 を 支 点 １ ７ の 片
側 に 配 す る こ と も 可 能 で あ る 。 或 い は 、 設 計 に よ っ て は 、 荷 重 伝 達 ブ ロ ッ ク ４ ａ 、 ４ ｂ は
レ バ ー 部 ３ ａ 、 ３ ｂ の 下 方 に 配 置 し た り 、 荷 重 伝 達 ブ ロ ッ ク ４ ａ 、 ４ ｂ は 省 略 し て 、 レ バ
ー 部 ３ ａ 、 ３ ｂ の 端 部 か ら 力 点 部 １ ８ を 介 し て セ ン サ 部 ５ に 直 接 に 接 続 す る こ と も で き る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 荷 重 受 部 ２ ａ 、 ２ ｂ に は 別 個 に 荷 重 を 加 え る の で は な く 、 鋼 製 の 載 荷 部 を 荷 重 受
部 ２ ａ 、 ２ ｂ の 上 に 連 結 し 、 荷 重 を 載 荷 部 に よ り 分 力 し て 荷 重 受 部 ２ ａ 、 ２ ｂ に 同 時 に 加
え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 レ バ ー 部 ３ ａ 、 ３ ｂ は 鋼 板 に よ り 製 作 さ れ て い る の で 、 同 様
の 鋼 製 の ベ ー ス １ と 熱 膨 張 率 が ほ ぼ 一 致 し 、 歪 が 発 生 す る こ と な く 精 度 の 良 い 測 定 が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 荷 重 変 換 機 構 は レ バ ー 比 の 大 き な レ バ ー 部 ３ ａ 、 ３ ｂ を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 荷
重 Ｗ （ ＝ ｍ Ｇ ： Ｇ は 重 力 の 加 速 度 ） を 直 接 に セ ン サ 部 ５ に 加 え た 場 合 よ り も 、 受 部 １ ４ の
沈 下 量 ｄ を 小 さ く で き る 。 載 荷 し た 質 量 を ｍ と す る と 、 全 体 の 固 有 周 波 数 は レ バ ー の 質 量
を 無 視 す る と 、 お よ そ ｆ ＝ （ １ ／ ２ π ） ・ （ ｋ ／ ｍ ） 1 / 2 （ ｋ は 荷 重 機 構 の ば ね 定 数 ） で
あ る が 、 Ｗ ＝ ｍ Ｇ ＝ ｋ ｄ で あ る か ら 、 ｋ ＝ ｍ Ｇ ／ ｄ で あ っ て 、 ｆ ＝ （ １ ／ ２ π ） ・ （ Ｇ ／
ｄ ） 1 / 2 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 、 力 点 の 沈 下 量 ｄ が 小 さ い た め に 固 有 周 波 数 ｆ が 高 く な り 、 動 的 計 量 の 測 定
器 に 用 い た 場 合 に 有 効 に 作 用 す る 。 更 に 、 コ ン ベ ア を 用 い た 動 的 は か り に 用 い る と 、 コ ン
ベ ア を 直 接 ロ ー ド セ ル な ど で 支 え た 場 合 と 比 較 し て コ ン ベ ア の 沈 下 量 が 小 さ く な り 、 前 後
の コ ン ベ ア と の 段 差 が 発 生 せ ず 、 円 滑 な 荷 物 の 搬 送 が 可 能 と な っ て 、 測 定 精 度 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。 ま た 、 コ ン ベ ア を 複 数 個 組 み 合 わ せ た 計 量 機 へ の 適 用 も 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ 　 ベ ー ス
　 ２ ａ 、 ２ ｂ 　 荷 重 受 部
　 ３ ａ 、 ３ ｂ 　 レ バ ー 部
　 ４ ａ 、 ４ ｂ 　 荷 重 伝 達 ブ ロ ッ ク
　 ５ 　 セ ン サ 部
　 １ ４ 　 受 部
　 １ ５ 　 作 用 点 部
　 １ ６ 　 レ バ ー 接 続 端
　 １ ７ 　 支 点
　 １ ８ 　 力 点 部
　 ２ ０ 　 ロ ー ド セ ル
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